
















































































































































過・去一 過去＋ 未来一 未来＋ カード総数
X年1ユ／1
11／18 3 3
11／22 2 1 3
12／6 2 2 4
12／20 3 1 2 6
X＋1年1／24 4 4 1 9
2／28 4（＋2） （＋1） 4 8（＋3）
4／4 3（＋2） 2（＋1） 2 1 8（＋3）
5／9 2（＋7） 6（＋2） （＋1） 1（＋1） 9（＋11）
6／13 4（＋1） （＋2） 5 （＋1） 9（＋4）
7／18 7（＋1） 3 1 11（＋1）
9／21 9 1 （＋1） 10（＋1）






























































































































AC 5 いつも無理をして，人からよく思われようと努めていますか。 淋停
6 本当の自分の考えよりも，親や人の言うことに影響されやすいほうですか。 w・：～
7 悲しみや憂うつな気持ちになることがよくありますか。 三園÷｝
8 あなたは遠慮がちで消極的なほうですか。
藥，§
9 親のごきげんをとるような面がありますか。 三il；ひひ・
10 内心では不満だが，表面では満足しているように振る舞いますか。 ：㌃：二；1二1
四：中2（X年　11／1）チェック
匠ヨ：中3（X＋1年10／24）チェック
4．感情表出トレーニングの効果性と施行上の留意点
　まず，効果性についてであるが，こうしたカード分類表を作成してみるだけでも，実は，子
どもたちにとって貴重な経験となっているようである。たとえば，書き出していく中で，彼ら
にとって思いもかけないような気づきが生じてくることがある。さらに，手を動かして書き出
すこと自体が，頭のレベルから表現のレベルへの移行を促す何よりのウォーミングアップとなっ
ている。
　ただ，導入初期の頃は，気持ちを表わすこと自体が難しく，単なる事実経過の羅列にすぎな
いようなカードが目についたり，また，カード数もわずかで，しかも，4領：域のいずれかに偏
る傾向がみられる。それが，回を重ねていくうちに，カード枚数が増え出し，表の4領域への
広がりをみせてくる。内容的にも，感情表現の奥行きと幅が徐々に出てくる。さらに，誤字・
脱字や文章表現の稚拙さなどの改善といった副次的効果の生ずる場合もある。
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　次に，トレーニング施行上の留意点について，以下に列挙してみたい。
　OT君の事例においても試みているが，トレーニングを開始する前に，子どもたちが興味を示
している（漫画）雑誌や読み物の特定箇所を，その登場人物の（気持ち）になり切って読んで
もらうことがあるが，こうした作業は，トレーニングへの円滑な導入を図るためのウォーミン
グアップとして有効である。
　○カード分類表の作成過程においては，教示は必要最小限にとどめ，子どもたちの主体的な
取り組みをあくまでも“任せ切る”ことが肝要である。2節で示した5段階の手続きも，一応
の目安であり，子どもたちのやりやすいように，また，彼らの状況に合わせて変更可能なもの
である。もちろん，“任せ切る”とは放任することではない。作成過程を温かく見守り，必要と
あらば押しつけとならない範囲で情報提供に努める姿勢が，教師側に求められていることは申
すまでもない。
　○カード分類表をもとに行なわれる教師一生引味の言葉と感情のキャッチボールにおいては，
教師側からの開かれた質問（open　ended　question）が，生徒の個性的な感情表明をさらに促し
ていく上で有効となる。たとえば，「その時どんな気持ちがしたのかな，先生聞きたいなあ．／」
といった問いかけを通して，これまで子どもたちが意識的にも無意識的にも抑圧してきたある
種の感情（怒りや憎しみのこみあげなど）が表出されてくることがある。この抑圧感情の解放
は，彼等の心の健康（mental　health）の保持増進にとって，大きな意味があると言える。
　○毎回のセッションにおいて，何がしかの建設的な変化を発見し，是認（approval）や激励
（encouragement）してあげることも大切である13）。子どもたちは，建設的変化に対する心か
らの階しみのないほめ言葉や励ましを何よりも求めており，そのこと自体が，トレーニングを
継続していく上での動機づけともなっている。
おわりに
　本稿は，日本カウンセリング学会第21会大会での口頭発表14）を，再構成したものである。
　今後，さらに事例数を増やしていくことにより，感情表出トレーニングの効果性に対する教
育相談の視点からの検証をすすめていきたい。その他，掘り下げていく必要のある研究課題と
して，以下のような事項に着目している。
　○トレーニングのねらいに関する理論的検討一感情表出トレーニングのねらいは，子ども
たちに，いまここでの（現在における）過去と未来に対して抱いている感情を（肯定的なもの
否定的なものいずれの感情をも含めて）生き生きと表出してもらうことにある。これは，注7）
でも指摘してきたように，現在における過去と未来の統合を，mental　healthの一指標とみなす
ジエンドリン（E，Gendlin）の体験理論（experiential　theory）を手がかりに規定したものであ
る。今後，特に，時間とmental　healthとの関連性をテーマにした先行研究との照らし合わせを
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通して，こうした規定の妥当性の検討を行なっていきたい。
　○トレーニングの方法に関する比較検討一本法のようなverbalレベルの（言葉を媒介とした）
感情表出トレーニング法には，代表的なものとして，XN読む”を中心とした読書療法的なもの，
“書く”を中心とした生活綴方15＞，’話す”を中心とした自己主張法（self　assertion　training）
16）ﾈどがある。これ等の方法と，KJ法17）的な手続きを踏む本法との比較検討を行なっていきた
い。
　○トレーニングの可能性と限界の明確化一本法は教育相談用に開発されたものであり，病
院臨床におけるalexithymiaの治療法とは異なる。特に，　verbalレベルでの感情表出が困難な子
どもたちには，箱庭療法（sandplay　technique）18）のようなnon－verbalな方法が適切である。今
後，本法の適用可能な対象の限定と，適用してはならない病態レベルの明確化を行なっていき
たい。
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